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【
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
活
動
報
告
】

一　

長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
に
つ
い
て

設　
　

立
：
平
成
二
八
年
四
月
一
日

場　
　

所
：
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
研
究
室
内

　
　
　
　
　
（
〒
八
五
〇
‐
〇
〇
〇
七
、
長
崎
市
立
山
一
‐
一
‐
一
）

連
絡
先
：
電
話
番
号 
〇
九
五
‐
八
一
八
‐
八
三
八
八

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
九
五
‐
八
一
八
‐
八
三
七
七

E

‐m
ail

：nagasakigakukenkyu@
city.nagasaki.lg.jp

二　

職
員
体
制

所
長
、
係
長
、
学
芸
員
二
人
の
計
四
人
で
活
動

所　
　

長
：
赤
瀬 

浩　
　
　
（
あ
か
せ 

ひ
ろ
し
）

係　
　

長
：
德
永 

宏　
　
　
（
と
く
な
が 

ひ
ろ
し
）

学
芸
員
：
入
江 

清
佳　
　
（
い
り
え 

さ
や
か
）

　
　
　
　
　

藤
本 

健
太
郎
（
ふ
じ
も
と 

け
ん
た
ろ
う
）

三　

事
業
内
容

①　

調
査
研
究
事
業

（
一
）
調
査
研
究
活
動
対
象
施
設

・
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
（
平
成
三
〇
年
四
月
一
日
～
平
成
三
一
年
三
月
三
一
日
）

・
西
泊
町
自
治
会
（
平
成
三
〇
年
六
月
五
日
）

・
九
州
大
学
文
学
部（
平
成
三
〇
年
八
月
一
七
日
及
び
一
〇
月
一
二
日
～
一
三
日
）

・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
平
成
三
〇
年
九
月
二
六
日
～
三
〇
日
）

・
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
八
日
～
一
〇
日
）

・
く
す
り
の
道
修
町
資
料
館
（
平
成
三
一
年
一
月
一
八
日
）

（
二
）
民
俗
資
料
調
査
対
象
団
体

・
鎮
西
大
社
諏
訪
神
社
（
平
成
三
〇
年
六
月
一
五
日
及
び
九
月
二
日
）

②　

普
及
啓
発
事
業

（
一
）
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
紀
要
『
長
崎
学
』

　

年
に
一
回
、
長
崎
学
に
関
連
す
る
研
究
論
文
集
を
刊
行
。
成
果
を
公
開

（
二
）
長
崎
学
研
究
発
表
会

　

長
崎
学
に
関
す
る
研
究
成
果
の
公
開
を
目
的
と
し
て
、
研
究
成
果
発
表
会
を

実
施
、
三
人
が
研
究
発
表
し
た
。

　

報
告
後
、
各
人
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
該
分
野
に
造
詣
が
深
い
大
学

教
員
に
よ
る
、
一
括
し
た
形
で
の
総
括
・
講
評
を
行
っ
た
。

　

日　
　

時
：�

平
成
三
一
年
二
月
一
一
日
（
月
・
祝
）
一
三
時
〇
〇
分
～
一
六

時
〇
〇
分

　

場　
　

所
：
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
一
階
ホ
ー
ル

　

共　
　

催
：
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　

報
告
者
：
①
山
本 

瑞
穂 

氏
（
長
崎
大
学
多
文
化
社
会
学
部
）

　
　
　
　
　
　
　
「
中
立
国
傭
船
期
の
異
国
船
情
報
と
日
蘭
関
係
」

　
　
　
　
　
　

②
入
江 

清
佳
（
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
学
芸
員
）

　
　
　
　
　
　
　
「
洋
画
家
野
口
彌
太
郎
の
日
記
に
み
る
長
崎
滞
在
」

　
　
　
　
　
　

③
内
島 

美
奈
子 

氏（
大
浦
天
主
堂
キ
リ
シ
タ
ン
博
物
館
研
究
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　

島 

由
希 

氏
（
大
浦
天
主
堂
キ
リ
シ
タ
ン
博
物
館
学
芸
員
）

　
　
　
　
　
　
　
「
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
か
ら
み
る
信
仰
の
継
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
馬
小
屋
と
オ
ラ
シ
ョ
群
を
事
例
に
―
」

　

総
括
講
評
：
姫
野 

順
一 

氏
（
長
崎
外
国
語
大
学
特
別
任
用
教
授
）

　

参
加
人
数
：
八
三
人
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（
三
）
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
会

　
【
別
表
一
：
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
名
簿
】

　

長
崎
学
研
究
所
を
拠
点
と
し
て
大
学
、
博
物
館
、
郷
土
史
研
究
団
体
、
長
崎

県
を
は
じ
め
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

　

各
団
体
間
の
連
携
と
協
働
を
目
的
と
し
て
、
二
か
月
に
一
回
程
度
「
長
崎
学

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
会
」
を
開
催
し
た
。

・
第
一
回
理
事
会

日　
　

時
：
平
成
三
〇
年
四
月
一
二
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
〇
〇
分

出　
　

席
：
一
三
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
三
団
体
）

内　
　

容
：�

長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
公
開
学
習
会
の
実
施
計
画
及
び
平
成

三
〇
年
度
「
な
が
さ
き
歴
史
の
学
校
」
の
生
徒
募
集
、
講
師
選
任

に
つ
い
て
協
議

・
第
二
回
理
事
会

日　
　

時
：
平
成
三
〇
年
六
月
七
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分

出　
　

席
：
一
二
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
二
団
体
）

内　
　

容
：�

な
が
さ
き
歴
史
の
学
校
各
コ
ー
ス
の
開
講
状
況
を
案
内
。
長
崎
市

長
崎
学
研
究
所
紀
要
『
長
崎
学
』
第
三
号
の
刊
行
計
画
を
報
告

・
第
三
回
理
事
会

日　
　

時
：
平
成
三
〇
年
八
月
九
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分

出　
　

席
：
一
三
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
二
団
体
）

内　
　

容
：�「
長
崎
の
幕
末
維
新
一
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
事
業

進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
。
来
年
度
以
降
の
修
学
旅
行
学
習
へ
の

対
応
に
つ
い
て
協
議

・
第
四
回
理
事
会

日　
　

時
：
平
成
三
〇
年
一
〇
月
四
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分

出　
　

席
：
一
五
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
三
団
体
）

内　
　

容
：�「
長
崎
の
幕
末
維
新
一
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
実
施
直

前
に
と
も
な
う
各
理
事
と
の
打
合
せ
を
実
施

・
第
五
回
理
事
会

日　
　

時
：
平
成
三
〇
年
一
二
月
六
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分

出　
　

席
：
一
三
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
三
団
体
）

内　
　

容
：�

長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
へ
の
理
事
と
し
て
の
参
加
・
退
会
要

件
及
び
紀
要
『
長
崎
学
』
創
刊
号
の
デ
ー
タ
掲
載
に
つ
い
て
協
議

・
第
六
回
理
事
会

日　
　

時
：
平
成
三
一
年
二
月
七
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分

出　
　

席
：
一
一
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
一
団
体
）

内　
　

容
：�

長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
会
趣
意
書
の
改
定
を
実
施
。
平

成
三
一
年
度
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
行
事
予
定
を
確
認
し
、

年
度
切
替
に
と
も
な
う
理
事
の
選
任
を
依
頼

（
四
）
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
公
開
学
習
会

　

長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
団
体
の
理
事
、
会
員
及
び
学
生
を
含
め
た
長
崎

学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
構
成
員
を
対
象
に
、
日
頃
の
研
究
成
果
を
報
告
・
還
元

す
る
機
会
を
設
け
る
。

　

最
新
の
研
究
に
つ
い
て
講
師
を
招
聘
し
、そ
の
成
果
を
共
有
す
る
こ
と
と
し
、

長
崎
学
の
深
化
、
振
興
及
び
後
継
者
の
育
成
に
つ
な
げ
て
ゆ
く
。

　

な
お
、
公
開
学
習
会
に
つ
い
て
は
、
長
崎
学
の
普
及
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
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右
の
参
加
資
格
者
に
加
え
、広
く
一
般
か
ら
も
出
席
を
募
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

平
成
三
〇
年
度
は
合
計
五
回
の
研
究
部
会
を
開
催
し
た
。

・
第
一
回

題　
　

目
：
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
と
幕
末
情
報

時　
　

間
：
平
成
三
〇
年
五
月
十
一
日
（
金
）
一
八
時
〇
〇
分
～
二
〇
時
〇
〇
分

場　
　

所
：
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
一
階
ホ
ー
ル

入　
　

場
：
無
料

講　
　

師
：
木
村　

直
樹
氏
（
長
崎
大
学
多
文
化
社
会
学
部
教
授
））

概　
　

要
：�

幕
末
維
新
期
の
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
に

つ
い
て
解
説
す
る
と
と
も
に
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
が
作
成
に
携
わ
っ

た
「
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
」
の
変
容
や
、
長
崎
に
所
在
し
て
い
た
各

藩
の
蔵
屋
敷
と
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
と
い
っ
た
事
象
か
ら
、
幕
末
維
新

期
の
長
崎
が
情
報
の
集
積
地
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
を
論
じ
た

参
加
人
数
：�

八
九
人
（
う
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
若
し
く
は
代
理
、
ゲ
ス

ト
出
席
経
験
者
…
四
人
）

・
第
二
回

題　
　

目
：
薩
英
戦
争
と
長
崎

時　
　

間
：
平
成
三
〇
年
七
月
二
六
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
二
〇
時
〇
〇
分

場　
　

所
：
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
一
階
ホ
ー
ル

入　
　

場
：
無
料

講　
　

師
：
松
尾　

晋
一 

氏
（
長
崎
県
立
大
学
地
域
創
造
学
部
教
授
）

概　
　

要
：�

薩
摩
藩
が
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
性
を
重
要
視
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
、
一
八
六
三
年
の
薩
英
戦
争
に
関
す
る
情
報
に
接
し
た
、

幕
末
の
長
崎
市
中
が
慌
た
だ
し
く
動
揺
す
る
様
子
を
、
薩
摩
藩
の

長
崎
蔵
屋
敷
の
役
人
、
長
崎
に
滞
在
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
、
長
崎
地

役
人
、
長
崎
近
隣
の
諸
藩
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々

が
残
し
た
史
料
を
用
い
て
報
告
し
た
。

参
加
人
数
：�

七
九
人
（
う
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
若
し
く
は
代
理
、
ゲ
ス

ト
出
席
経
験
者
…
八
人
）

・
第
三
回

題　
　

目
：
長
崎
く
ん
ち
と
『
諏
訪
祭
礼
図
屏
風
』（
富
貴
楼
屏
風
）

時　
　

間
：
平
成
三
〇
年
九
月
五
日
（
水
）
一
四
時
〇
〇
分
～
一
六
時
〇
〇
分

場　
　

所
：
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
一
階
ホ
ー
ル

入　
　

場
：
無
料

講　
　

師
：
原
田　

博
二 

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
崎
史
談
会
長
）

概　
　

要
：�

長
崎
市
が
今
年
度
新
た
に
購
入
し
た
、
旧
富
貴
楼
蔵
「
諏
訪
祭
礼

図
屏
風
」
が
描
い
た
都
市
長
崎
の
景
色
や
、
屏
風
の
見
ど
こ
ろ
に

つ
い
て
、
近
世
長
崎
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
講
師
か
ら
、
長
崎

く
ん
ち
の
歴
史
も
踏
ま
え
つ
つ
紹
介
を
受
け
た

参
加
人
数
：�

一
四
一
人
（
う
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
若
し
く
は
代
理
、
ゲ

ス
ト
出
席
経
験
者
…
五
人
）

・
第
四
回

題　
　

目
：
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
会
社
と
幕
末
維
新

時　
　

間
：
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
一
日
（
日
）
九
時
三
〇
分
～
一
一
時
〇
〇
分

場　
　

所
：
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
一
階
ホ
ー
ル

入　
　

場
：
無
料

講　
　

師
：
横
山　

伊
徳 

氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
）
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概　
　

要
：�

開
港
後
の
日
蘭
貿
易
の
状
況
に
つ
い
て
、オ
ラ
ン
ダ
貿
易
会
社（
Ｎ

Ｈ
Ｍ
）
が
幕
末
維
新
期
の
政
治
主
体
（
幕
府
・
西
南
雄
藩
・
明
治

新
政
府
）
に
対
し
、
金
融
政
策
の
面
か
ら
多
大
な
影
響
を
与
え
て

い
た
事
実
を
オ
ラ
ン
ダ
側
の
史
料
を
も
と
に
研
究
報
告
し
た
。

参
加
人
数
：�
八
四
人
（
う
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
若
し
く
は
代
理
、
ゲ
ス

ト
出
席
経
験
者
…
五
人
）

・
第
五
回

題　
　

目
：
シ
ー
ボ
ル
ト
日
本
研
究
の
光
と
陰

　
　
　
　
　

―
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
稲
部
市
五
郎
を
例
と
し
て
―

時　
　

間
：
平
成
三
一
年
三
月
二
六
日
（
火
）
一
七
時
三
〇
分
～
一
九
時
三
〇
分

場　
　

所
：
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
一
階
ホ
ー
ル

入　
　

場
：
無
料

講　
　

師
：
イ
サ
ベ
ル
・
田
中
・
フ
ァ
ン
ダ
ー
レ
ン 
氏

　
　
　
　
　
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
研
究
員
）

概　
　

要
： �

オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
稲
部
市
五
郎
に
関
す
る
新
発
見
史
料
の
取
得

を
記
念
し
て
、
江
戸
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
研
究
者
を
招
聘
、

オ
ラ
ン
ダ
通
詞
稲
部
市
五
郎
に
関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
報
告

を
受
け
た
。

③　

後
継
者
の
育
成
事
業

（
一
）
長
崎
学
児
童
研
究
コ
ン
ク
ー
ル

　

長
崎
市
に
関
わ
る
歴
史
、
地
理
、
伝
統
な
ど
の
研
究
を
通
し
て
、
郷
土
に
対

す
る
関
心
を
高
め
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
す
る
心
情
を
養
う
と
と
も

に
、
児
童
の
郷
土
研
究
を
顕
彰
す
る
。

応
募
資
格
：
長
崎
市
内
の
小
学
生

内　
　

容
：�

長
崎
市
の
各
地
域
に
関
す
る
歴
史
・
地
理
・
伝
統
・
人
物
等
の
研

究
作
品

募
集
期
間
：
平
成
三
〇
年
一
一
月
五
日
（
月
）
～
一
二
月
七
日
（
金
）

応
募
校
数
：
一
七
校

応
募
作
品
：
六
六
七
点

審
査
結
果
：
長
崎
市
長
賞
一
点

　
　
　
　
　

長
崎
市
教
育
長
賞
一
点

　
　
　
　
　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
長
賞
一
点

　
　
　
　
　

長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
賞
一
点

　
　
　
　
　

入
選
一
五
点

　
　
　
　
　

奨
励
賞
二
七
点

　
　
　
　
　

学
校
賞
一
校

表
彰
式
：�

平
成
三
一
年
二
月
一
一
日
（
月
・
祝
）
一
〇
時
〇
〇
分
～
一
一
時

〇
〇
分

表
彰
式
出
席
：
六
一
人
（
含
保
護
者
、
一
般
）

　
　
　
　
　

※
表
彰
式
は
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
一
階
ホ
ー
ル
に
て
実
施

作
品
展
示
：�

平
成
三
一
年
二
月
四
日
（
月
）
～
二
月
一
八
日
（
月
）
の
期
間
、

入
選
以
上
の
作
品
一
九
点
を
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
て
展
示

し
た
。

四　

講
演
・
講
師
実
績

（
一
）
長
崎
学
研
究
所
職
員
に
よ
る
講
演
・
講
師
実
績

実
施
回
数
：
四
二
回

聴
講
人
数
：
二
、二
三
八
人
（
延
人
数
、
三
月
一
二
日
時
点
）

主
催
団
体
：�
鎮
西
大
社
諏
訪
神
社
、
長
崎
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
崎
史
談
会
、
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長
崎
市
立
桜
町
小
学
校
、
長
崎
市
立
桜
馬
場
中
学
校
、
水
ノ
浦
連

合
自
治
会
な
ど
二
七
団
体

題　
　

目
：�「
長
崎
開
港
」、「
長
崎
の
遊
廓
と
社
会
」、「
梅
屋
庄
吉
と
活
動
写

真
」、「
長
崎
港
を
描
い
た
画
家
た
ち
」、「
長
崎
港
と
西
南
戦
争
」

な
ど
三
六
テ
ー
マ

（
二
）
な
が
さ
き
歴
史
の
学
校
「
長
崎
学
の
す
ゝ
め
」
コ
ー
ス

　

普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、長
崎
と
い
う
都
市
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
、

通
史
と
し
て
学
ぶ
機
会
を
長
崎
市
民
に
提
供
。
平
成
三
〇
年
度
は
地
域
編
（
五

月
～
九
月
）
及
び
国
際
編
（
一
一
月
～
二
月
）
の
二
講
座
を
実
施
。
受
講
者
数

の
定
員
は
地
域
編
三
〇
人
、
国
際
編
二
六
人
で
あ
っ
た
。

　

講
師
を
務
め
る
人
材
と
し
て
は
、
現
在
の
長
崎
に
お
け
る
歴
史
学
研
究
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
、
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
理
事
や
外
部
研
究
者
、
学

芸
員
ら
に
よ
る
最
新
の
研
究
実
績
を
も
と
に
し
た
講
座
に
よ
り
、
市
民
の
長
崎

学
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
長
崎
学
の
啓
発
を
図
っ
た
。

〔
地
域
編
〕

①
「
長
崎
開
港
」
赤
瀬 

浩
（
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
長
）

②
「
神
功
皇
后
伝
承
と
長
崎
県
の
占
い
」
細
井 

浩
志
（
活
水
女
子
大
学
教
授
）

③
「
発
掘
さ
れ
た
天
領
長
崎
」
田
中 

学
（
長
崎
市
文
化
財
課
学
芸
員
）

④
「
長
崎
奉
行
と
近
世
都
市
長
崎
」
木
村 

直
樹
（
長
崎
大
学
教
授
）

⑤
「
長
崎
代
官
と
地
役
人
」
德
永 

宏
（
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
係
長
）

⑥
「
長
崎
と
大
名
課
役
」
松
尾 

晋
一
（
長
崎
県
立
大
学
教
授
）

⑦
「
長
崎
の
社
寺
の
成
立
」
原
田 

博
二
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
崎
史
談
会
会
長
）

⑧
「
長
崎
の
幕
末
維
新
」
織
田 

毅
（
長
崎
市
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
長
）

⑨
「
諏
訪
神
事
（
長
崎
く
ん
ち
）
の
し
く
み
と
作
法
」

　
　

土
肥
原 

弘
久
（
長
崎
市
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
職
員
）

⑩
「
西
南
戦
争
と
長
崎
県
」
藤
本 

健
太
郎
（
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
学
芸
員
）

実
施
回
数
：
一
〇
回

聴
講
人
数
：
二
四
七
人
（
延
人
数
、
平
均
出
席
率
八
二
％
）

〔
国
際
編
〕

①
「
長
崎
開
港
」
德
永 

宏
（
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
係
長
）

②
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
文
物
」

　
　

滝
澤 

修
身
（
長
崎
純
心
大
学
教
授
）

③
「
墓
制
か
ら
見
た
外
海
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
」

　
　

大
石 

一
久
（
大
浦
天
主
堂
キ
リ
シ
タ
ン
博
物
館
研
究
部
長
）

④
「
日
蘭
貿
易
と
阿
蘭
陀
通
詞
」
矢
田 

純
子
（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
研
究
員
）

⑤
「
長
崎
聖
堂
と
そ
の
学
問
」
若
木 

太
一
（
長
崎
大
学
名
誉
教
授
）

⑥
「
長
崎
英
国
領
事
館
の
歴
史
と
人
々
」

　
　

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
バ
ー
ク
ガ
フ
ニ
（
長
崎
総
合
科
学
大
学
教
授
）

⑦
「
出
島
の
考
古
学
」
山
口 

美
由
紀
（
長
崎
市
出
島
復
元
整
備
室
専
門
官
）

⑧「
長
崎
と
近
代
華
僑
の
あ
ゆ
み
」陳 

東
華（
長
崎
中
国
交
流
史
協
会
専
務
理
事
）

⑨
「
古
写
真
か
ら
見
た
長
崎
」
姫
野 

順
一
（
長
崎
外
国
語
大
学
特
任
教
授
）

⑩
「
長
崎
を
描
い
た
画
家
た
ち
」
入
江 

清
佳
（
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
学
芸
員
）

実
施
回
数
：
一
〇
回

聴
講
人
数
：
二
一
八
人
（
延
人
数
、
平
均
出
席
率
八
四
％
）

五　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
対
応
実
績

件　
　

数
：
一
一
六
件
（
三
月
一
二
日
時
点
）

内　
　

容
：�「
九
州
臨
時
裁
判
所
に
つ
い
て
」、「
唐
人
屋
敷
と
仁
田
川
に
つ
い

て
」、「
ハ
ワ
イ
カ
ラ
カ
ウ
ア
国
王
来
崎
時
の
関
係
史
料
の
所
在
に
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つ
い
て
」、「
幕
末
期
の
長
崎
港
絵
図
に
つ
い
て
」
な
ど

内　
　

訳
：�

大
学
関
係
九
件
、
メ
デ
ィ
ア
二
九
件
、
企
業
二
件
、
自
治
会
一
件
、

学
生
四
件
、
一
般
三
五
件
、
他
自
治
体
四
件
、
庁
内
三
二
件

六　

メ
デ
ィ
ア
媒
体
へ
の
取
材
協
力
及
び
出
演

件　
　

数
：
一
五
件

取
材
内
容
：
紀
要
『
長
崎
学
』
第
二
号
発
刊

　
　
　
　
　

長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
公
開
学
習
会

　
　
　
　
　

長
崎
の
幕
末
維
新
一
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
「
神
輿
・
住
吉
神
」
資
料
解
説

　
　
　
　
　
「
諏
訪
祭
礼
図
屏
風
」
資
料
解
説

　
　
　
　
　

長
崎
大
学
非
常
勤
講
師
業
務
内
容
紹
介

　
　
　
　
　

児
童
生
徒
向
け
市
内
地
名
解
説

　
　
　
　
　

長
崎
歴
史
文
化
協
会
閉
鎖
に
と
も
な
う
取
材

　
　
　
　
　

野
口
彌
太
郎
特
集
記
事
解
説

掲
載
媒
体
：�

長
崎
新
聞
、
西
日
本
新
聞
、
新
潟
日
報
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局
、

長
崎
放
送
（
Ｎ
Ｂ
Ｃ
）、
テ
レ
ビ
長
崎
（
Ｋ
Ｔ
Ｎ
）、

　
　
　
　
　

計
六
媒
体

七　

学
会
・
学
校
等
へ
の
協
力

件　
　

数
：
一
件

誘
致
内
容
：�

日
本
宗
教
史
懇
話
会
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
平
成
三
〇
年
八
月
二
七

日
〜
平
成
三
〇
年
八
月
二
八
日
、
細
井
浩
志
活
水
女
子
大
学
教
授

と
の
協
働
事
業
）

【
別
表
一
】長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
名
簿（
平
成
三
一
年
三
月
一
日
時
点
）

No.

団　

体　

名

代 

表 

者

理　
　
　

事

1

長
崎
大
学

河
野　

茂

木
村　

直
樹

2

長
崎
県
立
大
学

太
田　

博
道

松
尾　

晋
一

3

長
崎
純
心
大
学

片
岡　

瑠
美
子

片
岡　

瑠
美
子

4

長
崎
総
合
科
学
大
学

木
下　

健

木
永　

勝
也

5

活
水
女
子
大
学

湯
口　

隆
司

細
井　

浩
志

6

長
崎
外
国
語
大
学

石
川　

昭
仁

姫
野　

順
一

7

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

水
嶋　

英
治

竹
内　

有
理

8

長
崎
県
文
化
振
興
課

本
多　

敏
博

山
口　

保
彦

9

長
崎
史
談
会

原
田　

博
二

村
崎　

春
樹

10

長
崎
歴
史
文
化
協
会

越
中　

哲
也

山
口　

広
助

11

長
崎
の
風

黒
田　

雄
彦

黒
田　

雄
彦

12

長
崎
コ
ン
プ
ラ
ド
ー
ル

桐
野　

耕
一

桐
野　

耕
一

13

長
崎
近
代
化
遺
産
研
究
会

宮
川　

雅
一

菊
森　

淳
文

14

長
崎
市
文
化
財
課

大
賀　

史
郎

倉
田　

法
子

15

長
崎
市
長
崎
学
研
究
所

赤
瀬　

浩

赤
瀬　

浩


